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協定書に調印した渕上敦賀市長と山口美浜町長（当時）
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直近３年間の平均ごみ処理量
敦賀市平均　約23,140㌧
美浜町平均　 約3,380㌧

　　合計　  約26,520㌧

　両市町のごみ処理量の年間合計は上記のとおりです。
　共同処理を開始すると、15％程度の増加が見込まれま
すが、過去最大時期よりも少なく、処理能力に問題はあ
りません。

主な一般廃棄物の処理の流れ

資源ごみ可燃ごみ

清掃センター

赤崎最終処分場 埋立処理

焼却処理
選別回収
圧縮処理
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ペットボトルなどペットボトルなど焼却灰固化物・不燃物焼却灰固化物・不燃物

　清掃センターに搬入され
たごみは、種類ごとに処理
されて、リサイクルできな
いものは、最終処分場で埋
立処理を行います。
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清掃センターの混雑傾向
　例年、清掃センターの混雑は、時期によ
り同様の傾向があります。
　下記の状況をふまえ、待ち時間が少ない
時期に、お持ち込みをお願いいたします。

時　期 状　　況

１月～３月
中旬

待ち時間が少ない日がほと
んどです。ただし、年末年
始明けの１月４日から数日
間は注意が必要です。

３月中下旬

年度変わり、引っ越しに伴
う不用品の廃棄などから、
中旬過ぎから混雑する日が
急増します。

４月～11月

混雑する日が多い期間です。
特にゴールデンウイーク明
け、お盆前および春秋の剪
定時期は注意が必要です。
雨天日は剪定枝や刈草の搬
入が少ないので、比較的待
ち時間は短いです。

12月

月全体で多くなります。
下旬の(土)・(日)と年内受
入最終の29日～30日は要
注意です。

▶清掃センターの休業日◀

①毎月第３日曜日
②５月３日～５日
③12月31日～１月３日

今後の施設共同化の見通し

新 最 終 処 分 場 完 成 イ メ ー ジ 図　令和４年度から現清掃
センターで、敦賀市と美
浜町のごみの共同処理が
始まります。今後は施設
の老朽化などにより、新
しい施設の建設を予定し
ております。
　清掃センターは、施設
の老朽化が進んでいます
が、平成23年度～27年
度にかけて、施設の延命化工事を行っており、今後５年間程
度の利用が可能です。
　また、ごみの焼却残渣などを埋立処分している赤崎最終処
分場は、数年程度で満杯となる見込みです。ごみのリサイク
ル化やごみ削減の啓発などを行いながら、スムーズに移行で
きるように、努めてまいります。

新最終処分場　　▶▶▶　令和５年度末頃

新清掃センター　▶▶▶　令和８年度末頃

完成
予定

過去３年間の混雑日が確認できます

敦賀市　ごみ　混雑

右のQRコードを読み
込んでいただくか、
キーワードを入力して
検索してください

問合せ先　環境廃棄物対策課　☎２２－８１８５

鉄鉄

鉄鉄

粗大ごみ

リサイクル業者 資源化

　　　　  清掃センター　　　☎２１－１１５３

破砕処理など
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